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第II篇家兎及び海浜におけるfibrinoid変1生の組織．化学的，
生化学的，電子顕微鏡的及び物理学的研究
　　　　　　　　　　　　楢　崎　信　行
利雪医科大学病理学．教室　（指導　新保教授・小野江教授）
Histochemical　S七udies　on　Allergic　Tissue　Reactions・
　　II．　Histoche皿ical，　Biochemical，　Electron－microscopica1　　　．
　　　　　and　Physical　Characteristics　Qf　Allergic　Tissue
　　　　　　　　　Reactions　in　Rabbits　and　Guinea　Pigs
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By
　　　　　　　　　　　　　　　　　NoBuyuKI　NARAsAKI
　　　　　　Department　ol’　Pathology，　Sapporo　Meeltcal　College
　　　　　　　（Directed　by　Prof．　K．　Suinfpo　＆　Prof．　T．　ONolo）
　　　The　present　paper　deals　w五七h　the　re＄ul七s　of　histoehemical，　bio¢hemical，　e！ectron－microscopical　and
physical　examinations　made　on　allergic　tissue　reactions　in　rabbit．s　and　guinea　pigs　eaused　by　egg　albumin
and　old七uberculin，　and　discussions　are　made　on　the　histogenesis　of　so－called　fibrinoid　degeneration　from
the　viewpoint　of　experimental　allergy．
　　　The　t．wo　charaeteristie　features　histologically　observed　in　fibrinoid　degeneration　in　both　the　tuberculin
and　the　Arthus　type　are　considered　to　be　due七〇either（1）destructiQn　of　mucinous　ground　subStances
which　directly　bundle　th．e　fibrils　of　connective七issues　or　due　to（2）precipitation　of　exudate　derived　from
blood　streams　in　‘spaces’　among　the　dissoeiated　fibrils．　However　it　is，　as　yet，　unknown　whether　the
precipitation　or　the　destruction　of　ground　substances　comes　first．　ln　both　cases，　however，　almost　no
change　of　the　fibrils　in　their　elegtron－microseopical　and　physical　struetures　was　observed．
　’　Fibrinoid　substanees　showed　strongly　positive　PAS　and　fibrin　reaction　and　at　the　same　time　they
showed　weakly　positive　Hale’s　reaction．　From　enzymatic　examin’　ations．using　fibrinolytic　enzyme　and
hyaluronidase，　the　PAS－positive　substanees　are　considered　to　consist　mainly　of　fibrin　or　preeursors　ot’
fibrin，　while　Hale－positive　subs七ances　are　found　to　contain　acid　mucopolysaccharides．　These　glycopro七eins
are　considered　to　be　derived　mainly　from　the　blood　stream，　since　hexosamine　was　observed　to　increase
in　the　blood　stream　as　well　as　in　the　tissues　concerned．
A．家兎における卵白アレルギーの実験的研究
実験材料及び実験方法
　第1篇においては予備的実験として，先ず正常家兎及び
海漠の皮膚の構造を明かにし，各種の多糖類ないし酸性多
糖類の染．色法を施して，．膠原線維及び血管における所見を
明かにした。
　　さらにまた且brinoid物質の構威に重要な要素をなすと
いわれる酸性．粘液多糖類及びfibrinないし且brinoid物
質を含む組織の組織化学的検索を行なって，これ．に関する
予備知識をうることが出来た。
　本編においては卵白抗原により家兎に著明．なArthus現
象を惹起せしめ，この際生ずる！血管結合織のfibrinoid変
性について検索を行なったのである。
　正常家兎を1％卵白（生卵の卵白を原液）5cc　2日間隔4
回皮一ド注射によって感作し．，最終注射より．1箇月後1％卵
白を0．2cc宛勇毛した背側皮内に再接種を行なった。この
時，再接種部位に著明な発赤厘脹及び壊死を伴ったArth－
us現象を認めたが，この局所皮膚を30分，1，2，3，6，
12時聞，1，2，3，5，7日と経時日的に切除して，これを
染色日的に応じてアルコ・・一ル又はフォルマリン液で固定
し，前述（第1篇）の各種染色法を行なった，
　他方対照として非感作家兎の皮内に同じ卵白抗原を注射
して，経時的に切．除して同様な固．定及び染色を行なって検
討した。
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実験成績
A）感作家兎における卵白皮内再注射
　　による実験例（本実験例）
　1）再注射30分後所見：（第1表参照）
　H。E染色所見：真皮乳頭層における著しい水腫のため
上部にある表皮層は圧迫されて表面に向って不規則に膨隆
している。真皮乳頭層の結合織は水煙のため著しく懸粗と
なり，各膠原線維は膨化して融合状に見える所がある。血
管の充血は強く，血行散止状態を示し，白血球は』丘栓状に．
血管壁に附着し一部血管外に遊出している。そして散在性
に表皮層直下には嗜塩基性の単核細胞を認め，結合織細胞
の核は腫大淡蔵し，時に核濃縮に陥入っている。
　真皮網状層の上層の太い膠原線維よりなる部位では変化
は少なく，軽度の充血及びかく腫を認める程度で，細胞浸潤
は殆ど認められない。
　しかるに網状層の下層の殊に筋層に接する部位では充血
は著明で血管腔は白血球で充満され，且つ血管の周囲組織
にも浸潤している。比較的大きな動脈壁は膨化し，筋細胞
核は室温状となり，内皮細胞は収縮状を呈している。大き
な血脈内壁には白血球が附面し，時にブイプリンを混じ且
つ壁は膨化してその周囲に崩解白血球を認める。
　また皮膚筋層内の細血管においても，白血球の集積が著
しく血栓状を呈するものがある。皮下組織における変化は
軽度である。
　PAS染色所見；この染色によると各層の結合織線維は
一様に中等度の陽性度を示して赤紫染する。しかし匹見す
ると，乳頭層と網状層の膠原線維で不規則に膨化して見え
る部分は濃染している。
　血管壁は比較的濃染し，殊に膨化を示した大き’な静脈壁
は均等性に赤紫染している。
　Hale－PAS染色所見：乳頭層においては太目の膠原線
維は淡赤紫印し，細いものほど青色する傾向を示し，細線
維は淡下染する。膠原線維の不規則な膠化を示すところは
赤紫色し，所々にHale陽性の青色物質が混在している。
　網状層の上層の太い膠原線維は中等度に赤紫叙し，この
間隙にあたるところに青染した細い樹枝状ないし網状に見
える物質が介在し，各膠原線維をとりまいて密着してい
る。網状層の下層の疎性結合織は乳頭層と殆ど同様の所見
を幽している。細血管及び白白では血管壁は青白し，膨化
部及び血栓様物質は淡赤紫糊している。動脈では内膜は弾
力線維を除いては青染し，中膜の筋線維は赤紫染して線状
をなし，他は一様に青染している。
　Van　Gieson染色及びHale－Van　Gieson染色所見二
Van　Gieson染色では真皮乳頭層の膨化した膠原線維は燈
色に染まり，網状層上層の膠原線維は赤紫染し，この線維
問の所々に少量の黄色無構造の物質が介在している。網状
層下層は乳頭層に類似した所見を呈し，ここの血管壁は二
色ないし黄赤色を示している。皮ド結合織も網状層下層の
それと殆ど同様である。
　これにHale染色を併用すると（Hale－Van　Gieson染
色）乳頭層の正常に近かい膠原線維は淡赤紫染し，膨化膠
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原線維は鈍黄色を旱し，さらにこの凋囲に青責色物質が附
着して見える。
　網状i・1！享上層における太い膠原線維は赤染し，所々に鈍黄
色と青色に混合物が附着している。
　網状層下層の膠原線維は淡旧染するも字）が多く，不規則
に膨化する所は鈍黄色を呈し，昆つ青緑色物を混じている。
　乳頭層の毛細管壁は青引し，この内壁に伊野色の物質が
輪状に附着して見える。静脈壁の膨化部には鈍黄色の物質
が浸潤し，中にPAS陽性の穎粒細胞が混在している，動
脈壁は軽度に膨化し，Hale陽性物質の増加を認める。
　Allqe坪ome（Lillie法）法所見：真皮乳頭層の細膠原線
維は一様に青黛し，不規則な肥厚都は淡燈黄色を呈してい
る。網状層の膠原線維に色調はかなり複雑で青色，黄色，
燈色を塁するものが混在し，一部の線維は膨化して朱色に
近い染色を尾する部位がある。皮下結合織は一様に青馴し
ている。血管壁では乳頭層にある毛細血管及び細血管壁は
赤朱色を呈する。静脈の内膜は同様な朱赤色を呈し，鋤脈
も殆ど同様であるが，巾膜の筋線維は赤紫物し，外膜の結
合織線．椎は青凹しての問に淡黄青色物質の浸潤を認める。
　Metachromasia所見：toluidine　blue｝こよるmeta－
chromasiaはpH　7．0の点において真皮乳頭層に極微弱陽
性を示す部位があるが，他の部位では陰性，lpH　49及び
2．5においても同様陰性である。
　Fibrin染色所見＝真皮乳頭層の不規則に膨化した膠原
線維の一部は淡紫染して軽度の陽li生度を示すが，網状層で
は殆ど陰性，この下層は乳頭層と同様膨化部のみ極微弱の
陽性度を示している。血管についてみると，乳頭層におけ
る毛細血管全体が紫附し，網状層下層の動脈壁に不規則な
フィブリン物質の沈着を認める。
　嗜銀線維染色所見：乳頭層及び網状層下層における膨
化膠原線維は嗜銀性を示している。
　網状層上層の太い線維では殆ど嗜男性は認められない。
　2）再注射1時間後所見
　H．E染色所見：病変は30分よりさらに増強し，各層
における血管の充血は強く，著しく出血性となる。膠原線
維の膨化は各層に見られるが，乳頭層，網状のF層に強く
現われている。蔦こでは蛋白性漿液性物質の浸潤によりエ
オジンに好染し，この中に埋没している線維は均等性に見
える部位がある。
　細胞浸潤もこれ1こ伴な・？てかなり著明に現われ，血管周
囲には白血球が多く，遠隔部位では単球が比較的多く見ら
れる。
　また拡張した毛細血管及び細い動静脈の内腔は白血球で
充満されている。また血管壁は部分的に膨化して白血球の
浸潤をうけている。結合織細胞は腫大し，核は淡染または
濃縮状を見するものがある。
　PAS染色所見：各層の膠原線維は何れも好回し，殊に
膨化部に著明である。血管壁は動・静脈ともに中等度に赤
紫している。
　Hale－PAS染色所見：乳頭層及び網状層下層の微細膠
原線維は淡青染するが，太い線維は中等度に赤紫染してい
る。膠原線維の膨化部は強いPAS陽性を示すが，同時に
Hale陽性の青染物質を認める。後者は線維をとりまき’，
または一ご部その内部にも浸潤している。血管壁は一般に青
労するものが多い。
　Van　Gieson染色所見：乳頭層及び網状層下層におけ
る多くの膠原線維は黄色ないし鐙色に染まり，血管壁の膨
化部も黄燈色に貼る。
　Hale－Van　Giesop染色所見：正常に近い各層の膠原線
維は赤回するが，膨化部には基質の変化に伴なって，滲出
物の浸潤をうけるため，Hale陽性（青i染），酸性フクシン
陽性（引染）及びピクリン酸陽性（黄色）物質が混在して複
雑な色調を果するようになる。fibrinoid膨化の強いもの
は淡青色を帯びた鈍黄色を呈し膨化血管壁も同様の色調を
．示している。
　Allochrome染邑所見：乳頭層と網状層の下層の大部
分の膠原門門は青墨し，所々に特色を呈するものが混在し
ている。網状層上層の太い膠原線維の色調は複雑で青染，
黄色または澄色染するものがあり，この中に朱色を呈する
fibrinoid物質の沈着を認める。
　舶脈は淡引染し，その膨化部は燈下を呈し，動脈は淡赤
下染している。
　Metachromasia所見：各層の膠原線維及び血管壁は
ともに陰性である。
　Fibrin染色所1Lr：乳頭層では殆どfibrin　ve色陽性物
質は認め難いが，網状層上層の太い膠原：線維の聞に強陽性
物質の沈着を認める．。，このものは各線維の聞に樹枝状をな
して介在し，線維表面に粘着し，または中に浸潤してみえ
る。網状層め下層においても線維が陽性を示すものがある、
動・荊脈の血管壁ではfibrin　ep色は殆ど陰性である。
　格子線維染色所見：各層において膨化した膠原線維は
嗜弾性を示し，細い線維に分散する状態がよく追求出来
る。そしてこの所見は膨化の著明な乳頭層及び網状層の下
層に著明である。
　3）再注射2時間後所見
　H．E染色所見．：乳頭層において充1血，水腫及び結合織
膨化を認め，毛細血球は白血球で充満せられ，その周闘に
も白血球の浸潤を認める。
　網状層の乳頭層に接続する一部にも同様iな変化を認め
る。網状層の中央部では巣病状に漿液性浸潤を認めるが，
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細胞浸潤は殆ど認められない。網状層の下層では，水腫性
膨化は著明となり，細胞浸潤は筋層に接する部位に強く，
殊に血管周囲に限局して見える。そしてここの乱脈は白血
球で充満せられている。さらに血管をrFT心とする白血球浸
潤は筋層内血管にも強くみられ，筋線維は変性を起してい
る。
　PAS染色所見：各層の膠原線維は何れも中等度に赤紫
染し膨化部に著明である。
　Hale－PAS染色所見：乳頭層の膠原線維の膨化の最も
強いところは強く赤紫染し，その周囲に青色物質が混在し
ている。網状層の上層の太い膠原線維の間には青色物質が
増加し樹枝状に介在しまたは膠原線維に附着している。
　血管についてみると，PAS陽性を示す赤紫色の部分と
Hale陽性の青色の部分が混在し，膨化部では赤紫色が優
って見える。
　Van　Gieson染色所見二膨化の強い真皮乳頭層及び網
状層下層の膠原線維は何れも燈色に染色されている。
　恥le－Van　Gieson染色所見：膠原線維の膨化部は鈍黄
色で，多少の青色ないし赤色を混ずる部位がある。各膠原
線維の問には青黄色の物質の沈着を認める。
　血管は且brinoid膨化の程度に．より，燈黄色，青黄色な
いし鈍黄色等種々の色調を示している。
　Allochrome染色所見二’乳頭層及び網状層の深層では，
膠原線維は青呈するものが多く，膨化部は朱赤色を呈し，
網状噌の筋層に接する部位のfibrinoid壊死に陥った部位
も朱赤色を呈し，fibrin反応は強陽性を示している。
　また血管の膨化部も朱赤色を呈している。
　Toluidine　blueによるme七achromasia：pHの如何に
かかわらず陰性である。
　Fibrin染色所見：膠原線維の膨化部のfibrin沈着は
かなり強く，血管壁では弱陽性を示している。
　格子線維染色所見：且brinoid膨化を示す膠原線維の嗜
銀性は増強し，乳頭層及び網状層における血管附近の線維
に特に著明である。
　4）再注射3時間後所見＝
　H．E染色所見＝病変は全体としてみると程度的に2時
黒目よりもかなり増強して見える。充出血及び膠原線維の
膨化は増強し，特に禰蔓性セこ細胞浸潤は高度となり，網状
層の上層にも認められるようになる。また血管をrl・T心とす
る細胞浸潤も増強し，恰も結節様外見を呈している。
　PAS染色所見：各層の膠原線維の膨化部はしからざる
ものに比較して強制し，　白ilQ球は何れもPAS陽性押脚で
充満せられている。また白血球血栓及び血管壁は濃赤紫恥
している。
　Hale・PAS染色所見：乳頭層では膠原線維の膨化部は
赤紫罰し，しからざる部位は淡赤門している。
　網状層上層の膠原：線維聞にはEale　i場性の青色物質が増
加し，網状ないし樹枝状をなして介在し，または線維に密
慣している。血管壁の1膨化部は赤紫隣する。
　Van　Gieson染色所見＝各層の榿黄染する膨化線維の
数は著しく増加し，膨化しない赤染膠原線維と著しい対UJi（1ミ
を示している。
　Hale－Vna　Gieson　M色所見：この1登～黄染する部分は
Hale法の併用によりやや青昧を帯びる程度で，強く青歯
する物質は殆ど認め難い。
　Allochrome染色所見：膠原線維の著明な膨化を示す
部位は朱赤色を早し，膨化の軽度のものは，青紫澄してい
る。膨化せる血管は赤革色を呈し，fibrin血栓も同様な色
調を示している。
　Toluidine　blueによるmetachromasia染色所見：pH
の如何にかかわらず陰性である。
　Fibrin染色所見：結合織及び血管の膨化部に陽性で．あ
る。
　格子線維染色所見：膨化部の膠原線維は強い嗜銀性を
示し，細い線維に分散状態追求出来る。
　5）再注射後6時間目所見＝
　H：，E染亀所見＝病変程度は3時問目と同程度で，ほぼ
極期に達している。充IMti旺，結合織及び血管壁の膨化，細
胞浸潤等の所見は大体3時間目と同様である。
　PAS染色所見：各層の膠原線維及び血管壁の膨化部は
ともに他の部分に比較して濃赤紫染している。
　Hale－PAS染色所見：膠原線維及び血管壁の膨化部は
依然赤紫即し，同時に各線維問にみられる青剥する物質は
増加し殊に網状層の上層ではこれらの物質は膠原線維間に
網状をなして介在し，または線維に密着している。またゴh
難壁の膨化部はPAS陽性物質の増加とともにHale陽性
物質もともに増加するため両者は混じって紫色を．呈してい
る。
　Hale－Van　Gieson染色所見：膠原線維の膨化部は青色
を帯びた鈍黄色ないし燈色を呈し，珀1管においても同様で
あるが程度的に二弱い。
　Allochrome染色所見：膠原線維の膨化部は榿色，赤
口色及び朱色等その程度に応じて種々の段階の染色を示し
膨化せざる膠原線維殊に繊細なるものは青回している。血
管も複雑な色調を期するが，膨化部では同様赤螺色ないし
朱色の色調を示している。
　Toluidine　blueによるmetachromasia所見：pH　7．0
においては乳頭層及び網状層の一部に．極微弱陽性を呈する
ところある。
　Fibrin染色所見二各層ともに著しく陽性度を増加し，
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乳頭層では表皮層直下に微細網状ないし均等性に現われ
る。網状層ではブイプリンは膠原線維聞に網状をなして現
．われ，或いは膠原線維に一致して現われる。血管において
も且brinの沈着は高明である。
　格子線維染色所見；膨化部に一致して嗜銀性は増強し，
二見すると多数の細い好銀線維を認めることが出来る。
　6）再注射12時間後所見：
　H．E染色所見：病変は最高度に達し，膠原線維の膨化
は各・層に亘り，細胞浸潤は著しく禰蔓性となり，乳頭層は
勿論のこと網状層の全層に亘って認められるようになる。
血管病変も著しく増強し，血管壁の且brinoid膨化及び周
囲の細胞浸潤も著明である。
　PAS染色所見：各層における膠原線維及び血管壁の膨
化部は他の部位より濃染するため，赤染色に濃淡が現われ
ている。
　Hale－PAS染色所見：膨化した膠原線維は赤紫染し，
その周囲にHale陽性の青染物質が附遇し，膨化の著しい
ところでは両者は混在している。また膨化の著しくない部
位においても，膠原線維の間にHale陽性の青色物質が増
加して，各膠原線維を包んでいるように見える。毛細血管
及び細血管はその周囲組織も一様に青染し，この中に赤紫
染する物質を認める。また動静脈壁は赤紫染し，内腔の血
栓も赤紫染している。
　Hale－Van　Gieson染色所見：膠原線維及び血管の膨化
部は青色を帯びた鈍黄色ないし山色を呈することは上記の
場合と同様である。
　Allochrome染色所見：一般に膠原線維は青染し，著
明に膨化を起した部位は赤褐染ないし朱色を呈している。
また血管壁の膨化部も同様である。
　Toluidi　ne　blue｝こよるmetaehromasia所見：pHの
如何にかかわらず陰性である。
　Fibrin染色所見：乳頭層ではやや均等性でfibrinoid
壊死に近かい所見を呈し，網状層の上層の膠原線維の間に
は樹枝状ないし荒い網状をなしたfibrinを認め部分的に
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ膨化した膠原線維に浸潤している。網状層の深層では飾一
rinと膨化線維は密に融合している。血管壁及びその周囲
においてもfibrin沈善は著明である。
　格子線維染色所見：膨化膠原：線維は著しく嗜銀性とな
り，分散した微細な線維を認める。
　7）再注射24時間後所見：
　H．E染色所見＝病変は最高に達し，充出血，水腫及び
結合織の膨化は極めて高度となり，細胞浸潤に血管周囲は
もとより遠隔部にも瀬蔓性に拡大する。殊に今まで細胞浸
潤の弱かった網状層の上層にもかなり高度に浸潤してい
る。浸潤細胞の申で単球は増加するが，白血球は末だ優位
第1図　Arthus現象1日目所見，良E染色
　血管壁の膨化と細胞浸潤著明，また膠原
　線維の膨化も高度である
にある。
　PAS染色所見：血管結合織の膨化部は著しく濃赤織し
膨化の弱い膠原線維と明かに識別される。
Hale－PAS商気所見：結合織及び血管の膨化部はとも
に赤紫賦し，同時に膠原線維の間にHale陽性の青色物質
が著しく増加し，部分的にPAS陽性物質と混在する。
第2図　Arthus現象1日目所見，　Hale－PAS染色
　　膨化部膠原線維は高度のPAS陽性を示
　　　している
　Hale－Van　Gieson染色所見二Van　Giesonで黄色また
は榿色を呈する部位はやや青色を帯び，緑色を呈する部位
がある。
　Allochrome染色所見：乳頭層における膠原線維は旧
染し，網状層における且brinoid膨化を起した線維は朱色
ないし赤褐色を呈し，殊に筋層に．接する深層に著明である。
また膨化血管壁は朱色を呈し，内職の血漿も赤隅蒸してい
る。しかし膨化せざる膠原線維は青染する。
　Toluidine　blueによるmetachromasia所見：pH　7．0
で真皮乳頭層の一部に極微弱の陽性物質を認めるが，他の
網状層でに殆ど陰性である。
　Fibrin染色所見：膨原線維及び血管壁においてfibrin
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第3図　Arthus現象1日目所見，フイプリン染色
　　膠原線維に高度のフイブリン陽性物質の
　　浸潤を認める
　第4図　Ar七hus現象1日目所見，
　　　　　　格子線維染色
膠原線維の著明な箒状分散と嗜銀性化を
認める。
の沈着を認めるが，12時間目に比較して程度的にやや軽度
である。
　格子線維i染色所見：依然膨化膠原線維に嗜胃性を示し
ている。
　8）再注射2日後所見：
　H，E染色所見：病変は急速に消罰し抽1管及び膠原線維
に軽度の膨化をiめるので，充血，水II重は殆ど消失し，細
胞浸潤も軽度で単球が主体となる。
　PAS染色所見＝各層における膠原線維の膨化部は部分
的に濃赤紫幽するのみで，他の部分の染色性は減退する。
　Hale・PAS　M色所見：膨i化膠原線維は濃赤紫駁し，　こ
の線維の周囲にはHale陽性の青磁物質は増加するように
見える。血管壁でも赤紫醒するPAS陽性の部分は滅少し
て丁丁する部分が目立っている。
　Hale－Van　Gieson染色所見：各層の膠原線維で黄色な
いし榿色を呈する部分は著しく減少し，膨化都の澄黄色部
はやや青色を帯びる程度である。
　Allo¢hrome染色所見：血管及び結合織の膨化部は依
然朱色ないし榿赤色を増している。飾rinoid膨化を示さ
ない膠原線維の細いものは撃墜し，太いものの中央部は淡・
赤紫染して，正常状態に近くなる。
　Toluidine　blueによるmetachroma6ia所見：pH　7．0
及び4．1で真皮乳頭層において極微弱に陽性度を示してい
る。
．Fibrin染色所見：且brinは各層において著しく滅少し
膨化線維の極く一部に証明せられるに過ぎない。しかし血
帳壁及び周囲結合織においてfibrinはかなり多量残存し
ている。．
　格子維染染色所見；膨化部の膠原線維の所には嗜幽翠
を失なって淡褐染するため，無写した嗜銀性の部分と混合
してみえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　9）再注射3日後所見：
　HE染毛所見：病変は著しく減弱する。．膠原線維の膨
化は限局性となって一部分に証明せられるに過ぎないが，
雌壁の膨化は未だかなりの程度に存在している・細曝
潤は血管周囲以外の部位では殆ど認め難く、ここでは単球
及び形質細胞の浸潤を認める。
　PAS及びHale－PAS染色所見：膨化線維，特にjl匠管壁
及び周囲結合織は濃赤紫黙する。これにHale染色を併用
すると，正常に復したものは淡赤紫染し，膨化部は濃赤紫
解する。各線維聞には青労した綱状物質を認める。血管壁
では赤紫染物質と青染物質が混在して見る。
　Van　Gieson及びHale・Van　Gieson染色所見：燈黄
染する膨化線維は著しく減少し，』何れも鮮かに赤緯するよ
うになる。これにHale染色を併用すると膨化膠原線維は
青色を帯びた燈黄色を呈し，IJIIL管壁の膨化部は燈黄色を呈
し，しからざるものは青緑色を：呈している。
　Allochrome染色所見：所々に存在する膠原線維及び
血管壁の膨化部は軽度に朱赤染するが，他は殆ど正常と変
りない。
　Toluidine　blueによるmetachromasia所見：pH　7．0
及び4．1で乳頭層の一部門弱陽性を示す部位がみられるが，
2．5では殆ど陰性である。
　Fibrin染色所見：fibr，inは鮪rinoid膨化部に一致し
て散在性に証明せられ，殊に血管壁及び周囲組織に著明で
ある。
　格子線維染色所見；膠原線維の膨化による細線維の嗜
銀性は特に血管周囲に強く残存するのみである。
　10）再注射5日後所見：
　H．E染色所見＝充血出及び水腫は殆ど消失し，血管結
合織膨化の痕跡を認めるに過ぎない。しかし各層において
形質細胞の血管周囲性浸潤を認める。．t
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　PAS及びHale－PAS染色所見：PAS染色では膨化結
合織線維は部分的に濃染し，他は淡赤紫指する。血管壁は
一般に濃染する。Hale－PAS染色では膠原線維の膨化は濃
赤紫染するが，ここれも著しく限局性となり，且つ線維の
周「卿こ出現する滲出物はHale陽性の青羽物質がかなりfsgc’
母で，PAS陽性物質は比較的少ない。
　Van　Gieson及びHale－Van　Gieson染色所見：膠原：
線維の大部分は赤聞し，澄黄色を示す膨化部はHale－Van
Giesonによっても，赤嘱する膠原線維が主休となり，殆
ど正常とは差異を認めない。
　Allochrome染色所見：網状膠原線維の一部及び血管
壁に赤燈色を認めるのみで，他は正常と殆ど差異を認めな
い。
　To］uidine　blueによるmetachromasia所見：pH　7．0
で乳頭層に極微弱に証明せられるに過ぎない。
　Fibrin染色所見二π匠管周囲結合織線維及び膨化膠原線
維の一部分のみが陽性を示す程度である。
　格子線維染創了見：膨化した膠原線維の嗜銀性は殆ど
消失する。
　11）再注射7日後所見：
　H．E染色所見：皿エ管凋囲に1害塩基性円形細胞の軽度の
浸潤を認めるのみで，他は殆ど正常に復帰している。
　PAS及びHale－PAS染色所見1膠原線維及び』血値壁の
一部にPASに濃染するところはあるが，全体的に中等度
に赤紫節し，Hale染色を併用すると，膠原線維は淡赤紫
回し，その飼囲の基質及び面r面壁は蝋染するようになる。
　Van　Dieson及びHale－Van　Gieson染色所見：膠原
線維は赤刻し，fibrinoid膠化にみられた黄下染する部位
はみられない。これにHale染色を合併すると（Hale－Van
Gieson），血管壁i及び膠原線維周P珂の基質が青黄染し，膠
原線維自体は赤旧して見える。
　Allochrome染色所見；血管壁の一部に赤染する膠化
部を認めるのみで，他は正常に殆ど同様である。．
　Toluidine　blueによるmetachromagia所見：pHの
如何に拘らず，全く陰性である。　　　　　　　　　　　’
　Fibrin染色所見：1古し二歩の一部に陽性を認めるのみで
他は全く陰性である。
　格子線維染色所見：膠原：線維の茄rinoid膨化｝こよる
嗜銀性は殆ど認められない。
B）正常家兎における卵白皮内注射
　　による実験例1対照実験例）
　1）注射39分後所見（第2表参照）：
　H．E染染所見：皮膚各層に充血を認め，血’管は拡張し
て内腔に白血球の増加を認め，姻囲組織内にも軽度の白血
球の浸潤を認める。各層の膠原線維は軽度の水｝兄山膨化を
示している。
　PAS及びHale－PAS染色所見：各層の膠原線維の赤紫
色は正常よりやや増強し，Hale染色を合併すると（Hale－
PAS染色），　Hale陽性の青磁物質は対照より軽度に増加し
殊に毛細血管壁は強く青面する。
　Van　Gieson及びHale－Van　Gieson染色所見；殆ど
正常と変りなく，Hale染色（Hale－Van　Gieson染色）に
第2表　正常家兎の卵白皮内初注射における皮膚の組織化学所見
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よると網状層及び血管では青黄色物質が軽度に増加する。
　・Allochrome染色：正常と結び差異を認めない。
　Metachromasi　a，且brin染色及び格子線維染色：何れ
も陰性である。
　2）注射1時間後所見；
　H．E染色所見：乳頭層及び網状下層は高度の水腫性膨
化を示し，血管は拡張し，内腔は白tilL球で充満されている。
網状層の上層，筋層，皮下組織においては殆ど変化は認め
られない。
　PA．S及びHale－PAS染色所見：膠原線維の膨化部及び
血管壁ではPAS陽性はやや増強し，　Hale－PAS染色では
Hale陽性物質が増加しているところもある。
　Van　Gieson染色所見：水腫1性i膨化の強い乳頭層及び
網状層の深層では軽度に禮i黄色を慨する程度で，他は何れ
も赤照している。Hale－Van　Gieson染色では乳頭層の一
小部分に青黄染を認め，動・静脈の血管腫の内膜は青染し，
中膜は燈黄色を呈している。
　Allochrome染色所見：正常と殆ど差異を認めない。
　Metachromasia，且brln染色，及び格子線維染色所見：
何れも陰性である，
　3）注射2時問後所見＝
　H．E染色所見：真皮乳頭層の血管は拡張し多量の白」血
球で充満せられ，一部は皿r管外に滲出している。表皮層直
下では白血球より単側細胞が多い。
　網状層下層及び筋層では，血管を中心とする白血球の浸
潤を認める。膠原線維は軽度の永腫性膨化を示す程度であ
る。
　PAS染色所見：各層の膠原線維のPAS陽性度は部分
的にやや増力「［し，Hale－PAS染色、によると，膠原線維は淡
旧染し，各線維聞の基質部の青色物質は軽度に増加し，殊
に血管壁は強く青耕する。
　Van　Gieson染色所見：真皮乳頭層及び網状層の深層
では膠原線維の一部及び血管壁は一隅色に染まり，他は赤
染している。Hale－Van　Gieson染色では網状層及び血管
壁の一・部では青黄色物質が軽度に増加する。
　Allochrome染色所見：網状層の膠原線維及び血管壁
の一部は赤褐具するところがある。
　Me七achromasia所見；pH　7．0及び4．1では乳頭層の膠
原：線維の縁に一致して極微弱陽1［生を示しているところがあ
　る。
　Fibrin染色及び格子線維染色は殆ど陰11生である。
　　4）注射3時間後所見：
　H．E染色所見：真皮乳頭の結合織は水腫性に膨化し，
結合織線維開隙に変性崩解した白ti巳球の浸潤を認める。網
状層の上層では血管に沿って白血球は同様浸潤するが，一
部に限局されている。網状層の下層でも乳頭層と同様の細
胞浸潤を認め，ガ匪管下は膨化している。
　PAS染色所見：膠原線維の1膨化部はやや濃赤紫写し，
殊に血管壁及び周囲結合織において目立っている。Hale・
PAS染色では膠原線維の膨化の強い乳頭層と網状層の深
部では青色物質が増加を示している。血管壁では，PAS染
色で不規則に赤紫通し，この閥に青染部が介在する。
　Van　Gieson染色所見二膨化膠原線維及び血管は赤黄
染し，Hale－Van　Gieson染色でこの部分は青澄黄染して
いる。
　Allochrome染色所見：血管壁の一部が朱赤齢すると
ころが見られる。
　Meta¢hromasi　a及びfibrin染色所見＝ともに陰性で
ある。
　格子線維染色所見：乳頭層においては膠原線維の嗜剛
性化はかなり強く起っている。
　5）注射6時間後所見：
　H．E染色所見：真皮乳頭言及び網状層において軽度の
充血を認め，同時に白血球及び単球の軽度の浸潤を認める。
　PAS染色所見1各層の膠原線維及び血管は濃赤紫等し
Hale－PAS染色ぴは乳頭層及び血管壁においては，赤紫染
する物質がやや増加している。
　Van　Gieson染色所見：乳頭層の膠原線維の一一部がや
や丁丁色を：呈し，Hale－Van　Gieson染色によると，この
部分がやや青黄染する程度である。
　Allochrome染色所見：血管壁の一部が朱赤染するの
みで他は正常と特別の差異は認められない。
　Metachromasia所見l　pH　7．0及び4．1で結合織細胞の
表面及び線維に沿って極めて微量陽性物質が証明せられ
る。
　Fibrin染色所見：並1管壁に極めて微量証明せられる。
　格子線維染色所見：乳頭層の膨化膠原線維の嗜野性に
軽度の増加が証明せられる。
　6）注射12時間後所見：
　旺E染色所見ll血管の拡張は著明で，内外は白血球で
充満され，同時に周囲に細胞浸澗を認める。血管結合織の
膨化はそれほど著明ではない。
　PAS染色所見二膠原線維の膨化部及び血管壁の一部が
やや濃赤紫染するのみで，他は一様に中等度に赤紫早して
いる。Hale－PAS染色では乳頭層及び血管壁において青染
の程度がやや増強する。
　Van　Gieson染色所見：膠原線維は赤興しHale染色
を併用しても正常と殆ど差異を認めない。
　Metachromasia所見：pH　7．0及び4．1で乳頭部に極く
軽度証明せられ，pH　2．5では陰性である．
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　7）注射24時問後所見：
　H．E染色所IiuT，：充血は軽度で，膠原線維は軽度の水腫
性膨化を示し，少量の好中球の浸潤を認める。
　PAS染色所見；膠原線維の膨化部及び！直Σ管壁はやや濃
染し，Ha五e染色を併用すると，馴出馬及びi鮭管壁の青色
は軽度に増強する。
　Van　Gieson染色所見二割頭部の膠原線維は赤燈色を
示し，Hale－Van　Gieson染色では乳頭部の膠原線維の一
部及び血管壁は青黄染している。
　AlIochrome染色所見1各層の膠原線維の膨化部及び
血管壁は軽度に朱赤染している。
　Metachromasia並びに且brin染色所見：pH　7．0及び
4．1でかすかに陽性を示し，fibrin　ve色では乳頭部及び血
管壁の一部に弱陽性を示すところがある。
　格子線維染色所見＝剰頭部で膠原線維の一部に嗜銀性
が見られる。
　8）注射2日後所見二
　H．E染色所見：血管周囲に軽度嗜塩」志性円形細胞の浸
潤を認める程度である。
　PAS染色所見：殆ど正常と変りなく，只血管壁がやや
濃酌量し，Hale・PAS染色ではPASの色調に青色物質が
やや増加する程度である。
　Hale－Van　Gieson染色所見：膠原線維は殆ど正常の如
く赤島し，線維聞に現われた青磁物質は減少し，⊥血管はや
や黄染する。
　Ailochrome染色所馳＝苗L管壁の一部が朱赤染するの
みである。
　Metachromasia所見：pH　7．0及び4．1では極微冠陽性
を示している。
　Fibrih染色は陰性，格子線維染絶による膠原線維の嗜
銀性は殆ど消失する。
　9）注射3日後所見：
　EE嘉日所見：真皮乳頭層の血管周囲に軽度の円形細
胞の浸潤を認めるに止まる。
　Hale－PAS染色，　Hale－Van　Gieson染色，　allochrome
染色では殆ど正常と変りなく，丘brin染色及びmentach－
romasiaはともに陰性，また膠原：線維の嗜銀漏も陰性であ
る。
　10）注射5～7日後所見二
　H．E染色所見：毛細1血温・瓠囲に単球及び形質細胞の浸
潤を認めるに過ぎない。
　PAS染色，　Hale－PAS，　Hale－Van　Gieson染色，　allo－
chrome法は正常と殆ど大差なく，　metachromasia及び
fibrin染色はともに陰性，膠原線維の嗜銀性化は認められ
ない。
小 括
　卵自感作家兎の皮内に同抗原を再注射すると局所に
Arthus現象に一致する病変を認める。組織学1杓変化は再
注射30分より発生し，急激に増強し，　12時聞より最高に
達し，その後24時聞を頂点として2日目より急激に消回
し，5閏口以降は殆ど痕跡を認める程度となる。
　こ 際病変の発生部位は真皮乎1．頭層及び網状層の深層に
最も強く，網状層の上層は初期に極めて軽度であるが時聞
とともに次第に増強し，24時四二では真皮全体が一様に侵
されるようになる。
　細胞浸潤は全体として，白1血球．反応が主位を占めるが，
極めて初期には田頭層に一致して，一時的に単棲細胞が多
く見られることがある。白ntL無反応より単球反応に移行し，
さらに血管周囲に形質細胞がゴ」曽加する。膠原線維のfibri－
noid膨化は血面壁よりも，早期に現われ，且つ速かに消失
する。血管壁のfibrinoid膨化は遅発して遷延性である。
　循環障碍としての充血，永腫及び出血は初期に強く発現
し，速かに吸収される。　また丘皿管は多：肚の白血球ないし
且brin拍下面によって全く閉塞せられ，乳頭層の一部にfib－
rinoid壊死を認める。
　次に寵職化学1的検品によると，PAS染色では，陽性物質
は膠原線維及び∬【階壁の膨化部に増加する。経時的に観察
すると，既に再注射一：時開田より陽性度は増強し，アレル
ギー反応の増強に応じて，増強し，反応の減弱とともに減
少する。この際血管壁におけるPAS陽性物質の減少は膠
原線維に比較して遅延性であるJ’
　Hale－PAS染色ではHale陽性物質が先ず増加し，少し
おくれてPAS陽性物質が増加するように見える。　fibri－
noid膨化はこの両者の色調が混合して現われるが，定型的
飾rinoid膨化を起した部位では明かにPAS陽性度が強く
1見われる。Toluidine　blueによるとmetachromasiaはA
応アレルギー反応の強い時期にみられたが，期待に反して
極めて軽度の陽性を恭すに過ぎなかった。ただ著者は七〇1－
uidine　blueを併用させた組織標本をそのままの状態で検
鏡すると，かなりの程度のmetachromasiaを認めるが，
これをアルコールで脱水し，バルサムで封ずると急速に消
失することを経験した。
　RinehartのHale邸an　Gieson染色及びLillieの過ヨ
ードee　Sehifirピクロ・メチル音染色は多糖類染色と従来
の膠原線維の染色法を併用したもので，膠原線維の変化の
模様が追求出来る。
　Van　Gieson染色では正常状態の膠原線維は赤色である
が，且brinoid膠化を起すと黄色ないし澄色を皐するよう
になる。これはピクリン酸で黄染する滲出物がフクシンで
le8
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赤染する膠原線維の中に浸潤したものと考えられている。
これにHale法を併用すると，青色が加わって鈍黄色、ない
し緑色または雲壌を呈するようになる。この色調は結合織
の膨化の程度に比例し3時問より25時開の聞が著明で，
2口目より急速に減弱する。
　Allochrome染色では且brinoid膨化は定型的のものは
朱赤色程度的に弱いものは榿赤色を呈するもので，この程
度的消長はHale・Van　Gieson染色のそれとほぼ平行する
が，24時聞口が最：も著明である。
　弐にfibrin染色についてみると，　fibrinの沈着は30分
後より証明せられるが，6～24時問が最も著明である。
　また膠原線維の嗜銀性化は，大体アレノレギー反応の消長
に一致し，24時傍目を最高として再び再常に復帰して，嗜
急性を失なうようになる。
　対照実験として，正常家兎の皮内に卵fa抗原を注射する
と，　病変は本実験に比寂して著しく軽度でしかも12時聞
を頂点として滅弱する。
　組織化学的にPAS及びHale－PAS陽性物質は増加する
が，本実験例より海か｝こ軽度である。またtoluidine　blue
によるmetachromasiaは極めて弱い陽性を示すことがあ
る。
　Hale・Van　Gieson染色及び乱lloehrome染色法で本実
験でみられた飾rinoid膨化に近い色司1糖呈するところが
あるが，何れも軽度で速かに消失する。
結 論
　1）卵白感作家兎の皮内に同抗原を再注射する．とArthus
’現象ua　一致する著明な皮膚変化を認める。病変は12時聞
で最高に達し，2日日より急速に消腿するが，真皮乳顕層
及び網状層の下層に最も強く現われる。
　細胞反応は白血球反応が主体となり，fibrinold　l膨化の
強さはアレルギー反応の消長に一致するようである。
　2）組織化学的にPAS法及びHale染色によって検出
される多糖類及び酸性多糖類はほぼアレルギー反応の強さ
に比例して増力liするが，　fibrinoid膨化部においてPAS陽
性物質は著明に増強する。
・Toluidine　blueによるmetachromasiaは極めて軽度に
証明せられるに過ぎない。
　藤原線維及び血管壁のfibrinoid変性はHale－Van　Gie’一
son染色で青色を帯びた鈍黄色ないし燈色を即し，　allO－
chrome法では朱赤色ないし赤澄色を呈する。またこの
飾rinoid膨化及び綱囲の滲出物議には且bdnが証明せら
れる。さらにこの膨化部の膠原線維は嗜銀性となり，恢復
時には嗜銀性を失なうことを認めた。
B．海底におけ’るTuberculin
　アレルギーの実験的研究
　前捌Aにおいては卵白抗原により家兎皮膚に著明なAr－
thus現象を惹起せしめ，　この際生じた血管結合織の変化
を追求し，特にfibrinoid膨化の組織化学的所見を明かに
した。
　本研究においては結i亥感作海丘の皮内にTuberculinを
再注射して，この際生ずる皮膚変化について同様な検索を
行なって，両者を比較検討した。
巽験材料及び案験方法
　正常海狽を人型押咳菌仲野株1／100mg皮下接種によっ‘
て感作し，1箇月後10倍旧Tuberculin液（伝研）0．2　cc宛
背側皮内に再注射を行なった。
　このTubeτculln再注射局所の皮膚を30分，1，2，3，
6，12時聞，1，2，3，5，7日と経時日的に切除して，これ
を’検査口的に応じてアルコールまたはフtルマリン液で固
定し，家兎実験例におけると全く同様の各種染色を行なつ．
た。
　他方対照として非感作海狸の皮内に「司じ10倍旧Tuber－
culin液を注射して，経時目的に切除して同様な固定及び
染色を行なって比較検討した。
実験成績
A）結核感作海1冥におけるTuberculin皮内
　　再注射による爽験例（本実験例）
　1）再注射後30分目所見＝
　H、E染色所見：表皮層の上皮細胞の細胞質は膨化淡回
し，緩にも軽度の変性像を認める。真皮乳頭層において軽
度の水腫性膨化と血管の充血を認める。また網状層の下層
でも類似の変化を認めるが，上層では殆ど病変を認め得な
い。
　PAS染色所見＝各層の膠原線維及び血管は若干の濃淡
はあるが，対照と殆ど差異を認めない。
　Hale－PAS染色所見：乳頭1曽における膠原線維及び血
管壁においてPASに」名押してHale陽性がやや増隙する
ように見える。
　Van　Gieson染色所見：乳頭層の膠原線維が部分的に
若干黄色を帯びる。Hale染色を合併すると乳頭層におい
て墨染する物質がやや増加の傾向を認める程度である。
　Alloehrome法（Lillie法）所見：劉頭層の膠原線維は
部分的に軽度の燈黄色を呈する。他の部位では膠原線維の
周囲は青染し，中央部は淡赤染する。血管壁は青藍染する
部と燈染する部が混在する。
　Metachromasia所見：pHの如何にかかわらず陰性で
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第3表　結核感作海狽のTuberculin皮内再射における組織化学的所見
????
????
ll
ll
t1
1／
！／
！1
11
1！
／1
???（?
作
??
1！
／1
11
1！
／1
11
1／
l1
1／
?? （???）
??
1！
／1
／1
11
11
11
！1
！1
1！
?? ??????? ?
??
30分i真皮
1時間．
2　rz
3　／！
6　11
12　li
1　日，
2　n
3　！1
5　11
7　11
　　十
／f　’　十
〃　　　一ト
〃　　　十十
ll　i　一
〃　　　十工
〃　　　　軒
〃　　　　十ト
lf　1　一i一
〃　　　一ト
〃　　　一ト
ラインハ
ル　ト法
（飯姻
??
???????????
?
士
青
??????
ラインハルト法
（ヘール・ワンギンソン染色）
赤　鐙 青 黄
）?????????????（
筏堅磐黄 機
メタクロマ
ジア反応
????
? ?
士
??↑???【??????↑???
平
??
???????????
士
?
十
囁1・・
?????
士
不
????
2．5
???????
十
? ??
??????????
ある。
　Fibrin：反応は陰性，膠原線維の嗜銀性化は殆ど認め
られない。
　2）再注射後1時間目所見：
　H：．E染色所見：表皮細胞核の室泡形成，核の破壊等の
変性像を認める。充血及び血管周囲の白血球の浸潤は各層
に認められ，乳頭層及び網状層の深層では膠原線維の水腫
性膨化を認める。また浸潤細胞は白血球が主であるが，乳
頭層の血管遠隔部には嗜塩基性円形細胞が認められる。
　PAS染色所見：各層の陽性度は膠原線維膨化部におい
て軽度に増強し，殊に血管壁では著明に増強する。
　Hale－PAS染色所見＝各層におけるHale陽性物質は
軽度に増加する。並旺管壁では著明であるが，さらにPAS
陽性物質がこれに混じて増加する。
　Hale－Van　Gieson染色所見：Hale併用の影響は少な
く，寧1頭層の膠原線維の一部に青黄染するものが混ずる程
度で，網状層及び皮下組織ではVan　Gieson染色と殆ん
ど大差がない。血管は強く青黄染する。
　A．Ilochrome染色所見＝乳頭層では燈黄染する膠原線
維は増加するが，網状層の深部では殆ど全部が青染する。
各層の血管壁は青黄染するが一部且brino萱d膨化を起し朱
赤門するものがある。
　Metachromasia：pH「Z．Oで乳頭層の一・部に極く1一度｝z
陽性を認める｝こ過ぎない。
　Fibrin　染色所見：血管壁に少皿のfibrin沈着を認め
る。
　格子線維染色所見：膨化膠原線維の嗜銀性化を示すも
のが多い。
　3）再注射後2時間目所見二
　H．E染色所見：表皮層は水1瞳性に膨化し，細胞核は変
性に陥る。病変は網状層の下層に比較的強く発現し，ここ
では膠原線維の水腫性膨化強く，且つ血管を中心として，・
白血球及び単球の浸潤を認め，線維素様1血醗形成もみられ
る。血管周囲性細胞浸潤は血管を伝って筋層及び皮下組織
に達する。
　PAS染色所見：膨化膠原線維及び血管壁はやや濃赤紫
話し，Hale・PAS染色では耳ale陽性物質は軽度に増加す
る程度である。
　Van　Gleson染色所見：膠原線維は赤卜し，　Hale染色
を併用すると，乳頭層の膠原線維聞に少量の寸言染物質を
認める程度で，他はVan　Gieson染色単用と殆ど差異を認
めない。
　Allochrome染色所見；各層の膠原線維は殆ど青染し，
その一部に淡赤紫染するものがある。膨化膠原線維及びthL
管壁では榿色を呈している。
　Metachromasia：pHの如何にかかわらず陰性である。
　Fibri丘染色所見＝fibrinは網状層1こおいて極めて微｛止
証明せられるに過ぎない。
　格子線維染色所兄二膠原線維の嗜銀性化は極めて軽度
である。
　4）再注射後3時間目所見：
　H．E染色所見：表皮層は非薄となり，表皮細胞の変性
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を認める。各膚の病変は乳頭層及び網状層の深層に強く，
他では弱いが殆ど認め難い。そして充血，永腫，拍齢結合
緬iの膨化，白血球の浸潤を認め，結合織細胞の変性が比較
的高度に現われている。
　PAS染色所見：各層殊に網状層深層の膠原線維のPAS
陽性度はかなり増強し，Hale－PAS染色によるとPAS陽性
の膠原線維をとりまいてHale陽性の青i染物質が増加す
る。血管壁では赤紫染部と青面部とが混在する。
　Van　Gieson染色所見：膨化膠原線維は燈黄染し，且ale－
Van　Gieson染色では膨化部の膠原線維及び血管は青黄染
するものと漁色を示す部分が現われて来る。
　AIIochrOlne染色所見：細い膠原線維は著しく青如し，
太いものでは中央部が淡赤紫染する。膨化部では燈黄染す
るが，朱赤色に藩面する部分は認められない。
　Me七achromasia：pH　7．0の所で乳頭層及び網状層の深
部で融く軽度陽性を示している。
　Fibrin染色所見：網状層の下層に網状ないし樹枝状を
なし，1血管壁では輸状に証明される。
　格子線維染色所見：膠原線維の嗜液性化は網状層の下
層にやや強く証明せられる。
　5）再注射後6時間目所見：
　H．E染色所見：病変は進行し，表皮層の上皮細胞の変
性筋解が目立っている。また各層の膠原線維は著しく膨化
し，血管周囲に白Ji／【L球及び単球の浸潤を認め，結合織細胞
は腫大して数を増して．見える。
　PAS染色所見：各層の膠原線維は中等度に赤紫淫する
が，膨化部では濃赤紫卜する。・一一・部では白血球の崩解によ
り糖原の著明な浸潤が見られるところもある。Hale－PAS
染色によると，膨化膠原線維は青色を帯びて淡紫色を呈し，
血管壁も同様である。
　Hale－Van　Gieson染色所見：膨化した膠原線維及び血
管は鈍い青黄色を呈し，ところによって砂色が増強する。
　Allochrome染色所見：膠原線維の青面部は滅少して，
燈黄色ないし槌i赤色を呈する部分が増加し極めて高度のと
ころでは朱赤色を：呈するようになる。
　Metachromasia：pHの如1可にかかわらず陰性である。
　Fibrin紫色所見：膨化を示す各層の膠原線維及び血管
壁に証明せられる。
　格子線維染色所見二膠原線維の嗜銀性化が軽度に認め
られる。
　6）再注射後12時間目所見：
　H．E染色所見．＝病変は著しく増強し，全層に亘って高
度の充，出．1：’［i及び水腫を認める膠原線維の膨化は各片りにみ
られるが，細泡浸潤は網状層の一ド層にも著明である。この
細胞浸潤は血管周囲に強く，白血球及び単球の外に結合織
紬胞が腫大して結節ように見えるところがある。
　PAS染色所見：各層の膠原線維のPAS陽性度は増強
し，Hale染色を併用すると膠原線維の紫染する部分が増
加して，青染する部分は減少するように見える。
　Hale－Van　Gieson染．色所見：一般膠原線維は赤染し，
膨化したものは青色を帯びた澄黄色を呈する。
　Allochrome染色所見：膨化膠原線維及び血管は著し
くabri　noid燈黄染し膨化の最も著明に起る網状層下層の
膠原線維は朱赤色を呈する。
　Metachromasia所見：殆ど陰性である。
　Fibrin染色所見：各層の膨化膠原線維及び血管壁にか
なり著明に沈着し，同時に膠原線維の嗜銀性化もみられ
る。
　7）再注射後24時間目所見：
　H．E染色所見＝表皮上皮細胞の変性を認め，1血管及び
膠原線維の膨化は著しく増強する。浸潤細胞は白血球はや
や減少して単球が優位となり，腫大した結合織細胞と合而
して肉芽麗ように見える。このような細胞浸潤は網状層の
下層から皮下組織に亘って著明である。
　PAS染色所見＝膨化膠原線維においてPAS陽性度の
増加を認める。特有な所見は特に網状層の膠原線維の閲に
多量の赤紫色伊藤の沈着を認める点である。これ等は浸潤
細胞ないし結合織細胞の所在に一致し，消化試験な行なう
と陰性化するので，これ等細胞の破壊による糖原に由来す
るものと思われる。Hale－PAS染色によっては，　H：ale陽
性物質は膨化膠原線維及び血管周囲結合織に増加する。血
管壁は赤色と青色の混合により紫色を呈する。
　Van　Gieson染色所見：膠原線維の膨化の強い網状層
の下層では榿黄染し，Hale染色の併用により，この部分
は鈍い青黄色を晃するようになる。
　Allochrome染色所見：結合織は全体として青心し，
膨化したところは配色より赤色ないし朱赤色を呈する。こ
の朱赤色は膨化の最も強い網状層の下層膠原線維及び血管
壁の一部に証明せられる。
　Metachromasia所見：pH　7．Oで真皮乳頭層及び網状
層の下層で弱陽性を示している。
　Fibrin染色所見：各層の滲出物及び膨化膠原線維に一
致して弱陽性の程度に認められる。
　格子線維染色所見：膨化膠原線維の嗜蛮性化はかなり
強く起っている。．
　8）再注射後2日目所見：
　H．E染色所見：表皮層は著しく非薄となり，上皮細胞
の変性崩解を認める。病変は真皮乳頭層及び網状層の．下層
に強く現われ，充」血及び出並tは軽度であるが，細胞浸潤及
び結合織の膨化は著明である。浸潤細胞は単球，リンパ球
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及び形質細胞よりなり，血管周囲ではさらに組織球及び結
合織細胞は腫大増殖：して肉芽腫ようとなる。そしてこの中．
の血管内皮細胞は増殖している。
第5図　Tubereulin反応第2日目H．E染色所見
　　真皮網状層の下層における細胞浸潤と膠
　　原線維及び血管の膨化がみられる
　PAS染色所見：網状層の膨化膠原線維のPAS陽性度
は増強しHale・PAS染色によると膨化膠原線維及び血管を
中心としてHale陽性青色染物質も増加し，血管壁では赤
紫押する部分が混在する。
　第6図　Tuberculin反応第2日目’
　　　　Hale－PAS染色所見
膨化部の膠原線維は強いPAS陽性を示
している
　且ale－Van　Gieson染色所見：膠原線維の青黄染する部
分がかなり広範囲にみられ，殊にfibrin染色の高度な網状
層の下層に著明で，血管壁も鈍い青黄色を呈する。
　Allochrome染色所見：膨化膠原線維及び血管壁は朱
赤色ないし燈赤色に染まるが，この部分は比較的僅少であ
る。
　Metachremasia所見：pH　7．0で乳頭層及び網状層下
層で弱陽性を塁する。
　Fibrin染色所見：網状下層及び」血L管壁において多量証
明せられる。
　第1　7図　　Tuberculin反応第2日目
　　　　フイブリン染色所見
血管壁及び周囲膠原線維のフィブリノイ
ド膨イ七を言忍める
　格子線維染色所見：
が著明に認められる。
各層において膠原線維の嗜適性化
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　第8図　　Tuberculin反応第2日目
　　　　　格子線維染色所見
膠原線維の微細線維に分散し，嗜目性化
を認める
　9）再注射後3日目所見：
　H．E染色所見：充血，出血及び水腫は著しく消槌し，
一国織の膨化と血管周囲細胞浸潤が目立っている。細胞は
白血球は全く消失し，小型単球リンパ球及び形質細胞より
なり，中に嗜塩基性の組織球ないし結合維性細胞を混じて
いる。血管壁は膨化し，あるものでは内鍵に硝子様血栓を
形成している。
　PAS染色所見1各層ほ平等に淡赤紫離し，膨化部は比
較的濃染し，殊に血管壁が目立っている。Hale－PAS染色
によっては，青色物質はやや減少するが，膨化の最も強い
網状層の下層では依然多くのHale陽性物質が残存する。
殊に網状層上層の太い膠原線維は膨化して箒状に見えると
ころではこの問隙に微旦の青染物質がみられる。しかし
nbrinoid膨化の強い血管壁はPASに好染する。
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　Hale－Van　Gieson染色所見：膨化した膠原線維及び血
管壁はかなり著明な青色を帯びた鈍い黄色を呈する。
　Allochrome染色所見：大部分の膠原線維は青染し，
燈染する部分も認められる。著明な且brinoid膨化にみら
れる血管壁は朱赤色を呈している。
　Me七aehrGmasia所見：pH　7．Oで馴頭層，網状層の一
部に陽性部が認められる。
　Fibrin染色所見；．　fibrinは網状層下1習の膠原線維間に
網状をなして証明せられ，威いは膠原線維に一致して現わ
れ，また膨化血管壁の一部va　fibrin陽性を示すものがある。
　膠原線維の嗜銀性化は各層の膠原線維に中等度1「cl　，めら
れる。
　10）再注射後5日目所見：
　HJ弓染色所見：柄変は全体として著しく滅弱し，充血，
出血及び永腫は殆ど認め難い。また膨化した結合織は修復
期に入り，炎症性細胞浸潤も著しく滅少して！血管周囲にリ
ンパ球が残存し，腫大した嗜塩基性組繊球ないし結合織細
胞の増加が目立っている。また血管壁は肥厚性となり，内
皮細胞は煙大増殖する。
　PAS染色所見：PAS陽性物質も著しく減少し，膨化の
最も強く起つた網状層では他の部位に比較して，若干強く
現われる程度である。
　Hale－Van　Gieson染色所見；膠原線維は赤冠し，とこ
ろどころに青黄色ないし燈色の部分が残存する。
　’Allocbrome染色所見：朱赤色を呈する且brinoid膨化
は全く消失し，殆ど正常に復している。
　Metachromasia所見＝pHの如何にかかわらず陰性で
ある。
　Fibrin染色所見；全く陰性である。
　格子線維染色の嗜銀性化は部分的に残存する。
　11）再注射後7日目所見：
　H．E染色所見：病変は著しく減弱するがなお一回分は
残存する。表皮層及び乳頭層の一部は痂皮を形成し，膠原
線維は部分的に膨化する。血管周囲の細胞浸潤は主として
形質細胞及びリンパ球よりなり，腫大した組織球ないし結
合織細胞は縮少して肉芽腫形成は不明瞭となる。
　PAS染色所見：各層の膠原線維は中等度に赤紫蒸し，
膨化部がやや濃染するように見える。
　Hale－PAS染色所見：Hale陽性の青垣物質は著しく減
少するが，膨化部においては多：量に証明せられる。
　Hale－Van　Gieson染色所見：膠原線維は赤染するが，
一部分は燈色ないし青黄染するものが見られる。
　Allochrome染色所見：飾rinoid膨化の残存する膠原
線維の“部は榿色ないし朱色を呈し，殊に血管において著
明である。
　Metaqhromasia所見：pHの如何にかかわらず陰性で
ある。
　Fibrin染色所兄：膨化した各層の膠原線維及び血管壁
は軽度の陽性反応を示している。そしてこの部分において
は膠原線維の嗜銀性化がかなり強く現われている。
B＞正常海瞑におけ’るTuberculin皮内
　　注射による実験（対照実験例）
　本星は前述のB実験群の対照として行なわれたもので，
10倍旧Tuberculin液（伝研）0．2　ccを正常聖代の背側皮
内に注射し，逐次局所皮膚を切除して検索せるものである。
　1＞H．E染色所見：30分後乳頭層及び網状層に充血を
認め，血管周囲に白血球の浸潤を認める。
　2時間後殆ど同性質の病変が軽度に増加し殊に網状層の
下層に膠原線維の永別性懸粗が現われて来る。
　12時間後も病変は特に進展をみることなく，網状層の足
算4表　　正常海狸のTuberculin皮内初注射における皮膚の組織化学的所見
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層の血管周囲性細胞浸潤がやや目立つた所見である。
　24時間団では病変は寧ろ減弱の傾向を示し，乳頭層及び
網状層の下層に軽度の血管周囲性白血球及び単球の浸潤を
認めるに過ぎない・
　2～3日日でも殆ど同様で網状層の下層における浸潤細
胞は集合し，白血球は減少して単球が増加する。
　5～7日目では充血，水腫はもとより，細胞浸潤も消失し
て，殆ど痕跡なく吸収される。
　2）組織化学的所見二30分後PASよりもHale陽性度
がやや増強し，特に血管壁において目立っている。
　2時問後も殆ど同様であるが，血管のPAS陽性度が増
強して見える。
　6時聞後各層の膠原線維のPAS陽性度は不規則に増加
しHale－Van　Gieson角蝉では殆ど正常では見られない朱
赤色，着色の部分が軽度に出現し，また黄緑色を塁する部
分もみられる。
　12時間後各層の膠原線維はPAS染色により，濃染する
ものと淡面する部位が混在する。Hale－Van　Gieson染色
により，燈色ないし，青黄色の色調は増強する。
　1日後，網状層の下層ではPAS染色によりかなりの濃
淡がみられ，またHale染色による青色が強く現われると
ころがある。
　2日後，Hale染色の陽性度がやや強い程度でその他の
染色法では特別な所見を認め得ない。
　3日後は殆ど正常に復帰する。
　なおtoluidine　blueによるmetaehromasiaは24時問
で真皮乳頭層に軽度にみられるのみである。
　またfibrinは全例において殆ど証明し得なかったa
小 早
　結棲感作海面の皮内にツベルクリンを注射すると局所に
発赤，水腫，硬結を認める。
　組織学：的に30分後より極く軽度の充血，水腫を認め，
1時問目より細胞浸潤を認めるが，12時開目まではそれ程
著明ではない。　しかし病変は12時開後より著しく増強し
1～2EI目で最高に達し，3日目においても同様の強さを持
続し，5El目より急速に減弱する。
　この際の病変は初期に前述の卵白例と同様に乳頭層及び
網状層の深層に強いが，次第に網状層の上層及び皮下組織
に及び御llでは寧ろ網状層の下層及び皮下組織に最も強く
現われる。浸潤細胞は反応激1月半は白」血球が現われるが，
速かに単球反応が優勢となり，リンパ球を混じ，さらに形
質細胞を認めるようになる。また卵白例に比較してかなり
異なる点は反応の速度の外にi表皮細胞の変性崩1罪が著［y］で
且つまた変性崩解が強く起る点である。そしてこれ等の細
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胞に含まれている糖原は放出されて結合織中に浸潤し特異
的所見を呈するが，これは卵白によるArthus現象ではみ
られなかった所見である。さらにまた組織球ないし結合織
細胞の活性化及び増殖が現われる点である。膠原線維及び
血管壁の且brinoid変性及び血栓形成は卵白例に比較して
軽度のようである。
　組織化学的に各種染色法の組み合せによって膠原線維及
び鎖下県の変化を追求すると，ツベルクリン再注射1時間目
よりPAS陽性を示す多糖類増加を認めるが，1～2日目に
おいて，最も著明となり，3日目より減少して正常に復帰
する。
　Hale－PAS　M色によると先づ且ale陽性物質が増加し，
殊に注射30分後において認められる。興味あることは，
膠原線維でも血管壁でも滲出現象が弱い時はHale陽性が
日立つが，強くなるとPASの陽性度が増強する割合が強
くなる点である。　このことは滲出物の中にPAS陽性を示
す物質がかなり含まれていることを示唆するものと思われ
る。後期におけるHale陽性物質の減少の度合はPASの
それより遷延性に見える。
　Hale－Van　Gieson染色では，正常においては見られな
い色調が出現するようになる。即ち正常状態において油染
する膠原線維が，青色を帯びた：三色ない・し鈍い黄色を呈す
る点である。豆旺管壁においても殆ど同様である。このよう
な色調は30分後に現われるが，時間とともに増強し，肉
眼的にも組織学的にも反応の増強する12時間後より著明
となり2～3日と持続し，5El目より減弱するが，7日目ま
で残存する。
　過ヨード酸Schiffピクロ・メチル青染色（Lillie）による
と血管結合織の飾rinoid膨化部は朱赤色を価するが，6
時聞後より現われ，12時間目で最も著明となるが1～2日
目より寧ろ減弱し，3日目以降では殆ど消失する。
　Toluidine　blueによるmetaehromasjaの出現は不定
で1～3時間目に出現するが，6～12時台目では陰性，その
後1，2，3日目と陽性であるが，5～7日目では再び陰性に
なる。しかしこのmetac歴omasiaの陽性度は何れも極め
て軽度である。
　Fibrin染色によるとfibrin沈着＝は2時間目に先づ網状
層の深層に始まり，3蒔凹目ではさらに血管壁に及び，12
～24時問後では殆ど皮膚の全層に出現するようになる。
しかし2日目よりは減少し病変の最も強く起る網状層の深
部に及び∫血管壁に残存するが，5日目で全く陰性となる。
　膠原線維の膨化による線維の嗜銀性化は6～12時聞目よ
り次第に増強し，1～2日において最も強く，3日目より減
弱する。
　次に対照として正常海狼の皮下にツベルクリン液を注射
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すると，軽度の充ti皿，水腫及び細胞反応を認めるが，6～
12時聞を頂点として以降急速に減弱する。
　組織化学：的に30分後Hale陽性度はやや増強し，特に
血管壁に著しい。6時間後網状層の膠原線維においてPAS
陽性度は不規則に増加し，Hale－Van　Gieson染色による
とこの部分は澄色ないし黄緑色を呈する。24時開後網状層
下層の膠原線維のPAS染色は不平等で正［ale陽性の部位
と入り1乱れて見える。　また血管壁はPAS染色により濃染
し，Hale・Van　Gieson染色によって多少黄緑色を呈する。
2日以降は何れの組織化学的染色も著しく減弱するように
なる。
　即ちツベルクリン液の注射により，皮膚の1血管結合織に
一過性に再注射例における変性と類似の変化を認めること
が出来るが，程度的に遙かに軽度であった。　1
結 論
　1）面前感作海狽の皮内にTuberculinを再1注射すると
局所に著明な発赤，水腫，硬結を認める。
　組織学的に病変は1～2日で最も著明で，部位的に皮膚
の網状層の下層に最も強く現われる。
　細胞反応は単球反応を主体とするが，滲出細胞の変性二
心が強く現われ，後期においては組織球ないし結合織細胞
の増生が起る。また表皮細胞の変性が強く起るが，血管の
変化は比較的軽度である。
　2）Hale－PAS染色によると先づHale陽性物質が増加
し，PAS陽性物質の増加はややおくれる。両者はTμber－
culin反応の消長と平行し，1～2日目最高に達し，膨化の
最も強い部分はPAS陽性物質が多く，膨化の弱いところ
ではHale陽性物質が比較的多いように見える。
　3）　Hale・Van　Gieson染色によると，　fibrinoid変性は
青色を帯びた燈黄色ないし鈍黄色を呈するが12時間後よ
り著明となり2～3日中頂点に達し5日目より減弱する。
　4）Allochrome法（Lillie＞では且brinoid変性は朱赤
色を呈するが，12時閥で最高に達し，1～2日目より減弱
する。
　5）T・luidine　blueによるmetach・・masiaは弱く且つ
この出現は不定である。
　6）Fibrin染色によるとfibrinの沈着は，12N24時聞
で最も強く，2日目より減弱する。
　7）膠原線維の膨化による嗜銀玉化は1～2日目に最も
強く，3日目より滅騙する。
　　8）正常海狸の皮内にTuberculinを注射すると一過性
に再注射における変化と類似の変化を認めるが，程度的に
遙かに軽度である。
札幌理乱1957
C．局所皮膚病巣及び血液におけるhexosamine
　の消長とfibrinoid変性に対する各種酵素の
　　作用に関する研究，並びに電子顕微鏡
　　　　　及びX線廻折による検索
　前章においては家兎及び海狼の皮膚にそれぞれArthus
現象或いはTubereulin反応を惹起せしめて，多糖類及び
fibrinを中心とした組織化学的検索の成績を述べた。
　本章においては，　さらにこの研究の継続としてArthus
現象及びTuberculin反応を惹起せしめた局所皮腐及び血
液に含ま．れる酸性粘液多穂類の定量をそ子なった・’また
hyaluronidase及び線維素溶解酵素を作用させた局所皮膚
の組織化学的検索により且brinoid変性とhyaluron酸及
びfibrinとの関係を追求した。さらに電子顕微鏡により膠
原線維に現われる微細構造の変化を追求し，またX線廻
折によって線維の分子構造に変化が現われるや否やを検討
した。
　最後にこれ等…鰍成績を総合して，アレ・レギー性変化に
みられる且brinoid変性の発生機序を論じたい。
1｝Tuberculin及応及びArthUs現象における
　　　局所皮膚及び血液のhexosamine定量実験※
　　　　　　　　　実験材料及び方法
　Arthus現象の実験には先ず家兎の皮下に1％卵白アル
ブミン5cc　2日聞隔で4回注射し，1箇月後同抗原を0・2　cc
背側皮膚内に再接種せるものである。
　またTuberculin反応の実験には，人型結核菌伸野島
1／100mg皮下接種によって感作し，40倍Tuberculin液
0．2cc背側皮内に再注射を行なった。
　他方対照として非感作家兎及び海狸の皮内に同量の卵白
ないしTuberculinを注射して本実験例と同様の検索を行
なった。
　定量法はDische　et　Bornefreund（1950）の証明法に
よったのであるが，要するに病変部の組織を加水分解てし，
hexosamineを遊i離させ，2・5－hexose　anhydride’として
indoleによる：呈色反応によって検索する方法である。
実験成績
　正常海狽の皮膚組織のhexosamineの含有量は4．40　g％
dry　weightまた正常海獲においてTuPerculin注射を行
なった場合は6時間目に一時的に増加するが，他は殆ど増
加の傾向を認めない。しかし再注射例では皮膚反応の最も
増強する24時間後より明ら．かに増加する（第5表参照〉。
　しかし血液のhexosamine量はかなりの動揺を示すが殆
ec－ ?ｅｘｏｓａｍｉｎｅの定量は本病理学教室の原田良氏の協力によるものであって，深く感謝の意を表するものである。
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第5表　Tuberculin反応及びArthus現象
における皮膚及び血液の酸性多糖類の消長
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Tuberculin反応の局所にhyaluronidaseを作用させて，
PAS或いはHale染色を施すと，両者ともに殆ど同様iの傾
向を示している。即ちPAS及びHale陽性物質もともに
減少するが，Hale陽性度はPASに比較して著しく減弱す
ることが解かる。
第6表　　hyaluronidaseを作用させた
　　　皮膚の組織化学的所見
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ど増加は認められないようである。
　Ar七hus現象を起させた家兎皮膚では対照4．3　g・％　dry
weightにして5．28～6．20％の値を示し，明らかに．増加す
る。そしてまたこれに応じて，血液においても増加の傾向
が認められる。
　このようにfibrinoid変性の強く起るArthus現象にお
いては．Tuberculin反応よりもhexoSamineの含有量，
換言すれば酸性粘液多糖類の増加が血液においても局所に
おいても強く起るように思われる。
II）Hyaluronidase及び線維素溶解酵素を
　　作用させた局所皮膚の組織化学的検索
　　　　　　　　実験材料及び方法
　ツ反応には海馬，Arthus現象の検索には家兎を使用し，
その感作方法は前述の方法により，何れも強陽性のものを
えらんでその皮膚の局所の病巣を使用した。
　1）Hyaluronidaseに．よる消化実験には，　Sprase液
（1ce生理的食塩水中に50単位を含む）中に局所皮膚の組
織片を37℃，72時問作用させて後各種多糖類の染色を行
なった。
　2）　線維i素溶解酵素にはborate　buffer　pH　7．71cc中
に犬のplasminogen　10　mg及びstaphylokinase　2　mgを
溶解せしめ，または人のplasmin　O．8　mg及びVaridase
O．2mgの混和液中に検索材料を1～5時口罰浸漬を行なって，
各種の染色を行なった。
　　　　　　　実験成績（第6表参照）
　1）第6表に示すが如く家兎のArthus現象及び海猿の
　対照として行なったhyaluron酸を多量含む人体の膀帯
ではhyaluronidase作用によってHale染色が殆ど陰性を
示すようになった。このことよりアレルギー反応に現われ
るHale陽性物質の大部分はhyaluron酸であることが
予想されるが，全部ではないように思われる。
　2）第7表に示すが如く，フイブリン溶解酵素を作用さ
せると，フイブリンは減少するが全く消失することはない。
これと同時にPAS及びHale染色もともに減弱するが，
PAS陽性度の低下が著明に起るのがみられる。　このこと
はブイプリン染色とPAS染色陽性物質は一致するものが
あることを予想せしめるものである。
第7表 線維素溶解酵素を作用させた
皮膚の組織化学的所見
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III）電子御国鏡ceによる検索
　　　　　　　実験材料及び方法及び成績
　実験に供せる海狽Tuberculin反応，家兎A．rthus現象
の材料はII）と同一のものを使用した。
　家兎または海獣の皮麿病巣を切除し，10％中性ホルマリ
ンで1週間固定する。氷結ミクロトームにより表皮及び筋
層の部分を除き結合織層の連続切片を作製する。この切片
を光学顕微鏡によって病変の顕著なものを集め，これを生
理的食塩水で洗課し，再び光学顕微鏡下で解剖針を用いて
可及的細線維にまで分離食塩水で洗識した。次にホモジナ
ィザーによりさらに細線維に分離し，この浮遊液を「めの
う」の乳針で約1時間磨潰し，完全に乳状となった浮遊液
を遠心器で約4，000回転30分処置し，その沈濟を再蒸溜水
によって洗骨した。最後va　1，000回転5分間の上清を使用
したのである。
　試料は一種類につき’約50彼証作製し，4，300～4，700の倍率
で病変と思われる線維の部分撮影し，光学的に拡大観察し
た。
　電子顕微鏡はJ．E．U．　IV型50　KV（日本電子光学）を使
用した。
　その成績は第9図に正常の家兎の皮膚の膠原線維第10
図はArthus現象を起した家兎の膠原線維，第11図は正
常海狼の皮膚の膠原線維，第12図はTuberculin反応を
起した海猴の膠原線維像である。これ等の膠原線維は500
～600Aの明瞭な周期（cross　striation）が認められ，線維
の消失や，硝子様化，densityの変化，辺縁の不規則化，
膨化及び穎粒状崩解等は認められない。ただTuberculin
反応の海狽皮膚では線維と無構造の物質が密に癒着して分
離は容易ではなかった。このことは滲出物が線維内に深く
浸潤することを示唆するものと思われる。
第9図　正常家兎皮下膠原線維　27，6000x
札幌医誌1957
第10図　Arthus現象における
　家兎皮下膠原線維28，200×
?
第11図　　正常幽幽皮下膠原線維　25，700x
第12図　Tuberculin反応における
　　海演皮下膠原線維　25，800x
IV）X線廻折一vexによる検索
　　　　　　　実験材料及び方法及び成績
　実験材料はII），　III）と全く同様なものを使用した。
　Tuberculin反応或いはArthus現象を起した海狸及び
’X’ d子顕微鏡の資料の作製は，木学病理学教室の橋本正淑氏の協力によるものであって，深く感謝の意を表する。
一X’ec’ w線廻折の撮影は本学生理学教室永井教授の御指導，病理学教室布施祐輔氏の協力によるものであるので，深く感謝
　　の意を表する。
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家兎の皮膚病巣を切除し，固定することなく新鮮材料を直
ちに撮影せるものである。
　X線廻折は本学生理学教室の装置を利用せるもので，
45K：V，15　mA，3時間の条件で行なった。
　写真織13図に見られるように正常家兎の膠原線維は線
，維軸に対して子午線上に干渉象をとる2．9A及び4．6　A，経
線上に干渉象をとる12且の格子問隔を表わす廻折像を示
す。
　そこでArthus現象を起した家：兎の膠原線維i（第14図〉
及びTuberculin反応を起した海国（第15図）のそれを仔
細に比較検討したが，正常のものと全く差異を認め得なか
ったのである。
　このことはアレルギー反応にみられる飾rinoid膨化に
おいては膠原線維の分子的野解が現われないことを示唆す
るものと思われる。
総括及び考按
第13図　正常家兎皮下膠原線維のX線廻折像
第14図　Arthus現象における
家兎皮下膠原線維のX線廻折像
第15図　Tuberculin反応における
　海狸皮下膠原線維のX線廻折像
　以上各篇の実験成細まそれぞれの末尾において一応総括
したが，ここでは全体を総合してアレルギー性変化にみら
れるfibrinoid変性の成立機転について考察してみたいと
思う。
　今日Klemperer等の提唱する膠原病なる概念の発展に
より，膠原線維及び基質に関する研究は飛躍的発展を≧げ
たことは概にのべたところである。そしてnbrinoid変性
の成り立ちに関しては　従来の独乙学派は血管腔から滲出
する飾rin及び1血漿性成分に本病変の主体を認めようと．．
するのに対し，米国学派はfibrinoid変性は結合織の基質
における酸性粘液多糖類の増加を本質的変化とし，さらに
膠原線維自体の変化を重要祝する者もあるのである，Jこの
ような意見の対立は新しい検査法の発展にもよるであろう
が，fibrinoid変性に関する見解の相異もあるのではなか
ろうかと思惟されるので，且brinoid変性に関する従来の
見解の発展を吟味してみることにする。
　文献的考察：
　歴史的にみるとfibrinoid変性はNeumann（1880）1）に
よって始めて提唱されたもので，炎症巣における結合織線
維が強いエオジン好性を示し且つnbrin染色陽性を示す
ものに使用した。Ricker（1901）2）及びBahrmann（1937）：1）
は正常あるいは変性した膠原線維にfibrinのたまった状
態と考えた。Askanazy〔1921）りは胃潰瘍にみられるもの
はfibrinの浸潤をうけた膠原線維と解しClark，　Graeffh
＆Chasisα936）5）は動脈硬化症の血管壁にみられるfibri・
noid変性はfibrinの沈着したものと考えた。　Klinge（1933，
1934）のは詳細なる研究を行い，fibrinoid膨化はeosinに
旧染し，Van　Gieson反応陽性，且brin染色で黄染し，ま
た嗜銀性を示すのが特異的変化とみなし・ている。この際膨
化した結合織線維の巾に入りこむ物質はfibrinまたは蛋
白質様物質と考えた。このように独乙学派の飾rinoid膨
化に関する見解ではfibrinと密接な関係を有するものと
考えていたのである。その後Schlossmann（1942）7♪はこの
且brinoid膨化の研究に始めて酵素を利用した。即ちfibri－
noid膨化を呈する動脈硬化を起した1血管壁にtrypsin
を作用させてfibrinをとり去った後でもfibrinoid物質の
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残ることから，これらの物質は同一でないという見解を発
表した。　引き’続いてAltschuler＆Angevine（1949）s）は
リュウマチ結節にみられるfibrinoid物質はfibrinとは関
係ないもので，toluidine　blueによるmetachromasia陽
性の酸性多糖類よりなるものであると主張しさらに（1951）
漿液i生炎症に見られるfibr’inoid変性でも酸性粘液多糖類
の増加沈降によると述べている。Glynn＆Loewi（1952）9，）
はリュウマチ結節におけるfibrinoid物質とfibrinとを組
織化学的に比較して，両者聞に差異を認め，膠原線維の変
質を重視し，fibrinはfibrinoid物質の中に全然ないとは
否定出来ないが，これは全部ではなく大部分は多糖類恐ら
くは糖蛋白であろうと予想している。Consden，　Glynn＆
Stainer（1952）［o）もリュウマチのfibrinoidは若干のfibrin
を含んだ酸性多糖類であろうと述べている。このように今
日米国においては，リュウマチのfibrinoidの主体は結合
織の基質を構成する酸性粘液多糖類の増加にあるという見
解が麦配的である。また一方においては膠原線維自体の変
化が検討され，　これにつbてはGross（1950）11），　Gale
（1950）12），K16mperer（1950）】3）の研究があるが，　Kellgren
（1951）14）は電子顕微鏡及びX線廻折像から，リュウマチの
fibrinoidは結合織の基質の変化ばかりでなく，線維自体
においても一定の変化を認めたと発表している。しかしこ
れら米国における且brinoid変性に関する研究は専ら人体
のリュウマチ愚者の材料によるもので，実験的に惹起せし
め得る組織アレルギーのfibrinoid変性についての研i究は
殆どなされていないようである。
　著者はこの点に藩目し，家兎におけるArthus現象及び
海鳴こおけるTuberculin反応の研究成績を1954年目発
表した。その後大根田等（1955）’1　r・）は家兎のArthus現象
にみられるfibrinoid変性の成り立ちは，血管からの線維
素，血漿及びその糖蛋白の滲出が主体をなし，＝：吹回に酸
性粘液多糖類も加わるものと解し，天野（1955）16）e＃1　fibri－
noidは飾rinの析出ないしfibrinと蛋白の粒状凝集物
と恩われるものが，膠原線維聞に介入するもので，酸性多
糖類の増加は見られないし，またRich等〔1953）i7）が電顕
で認めたような膠原線維自体の変化は証明し得なかったと
いう発表を行なっている点が注目される。
　以上の如く，fibrinoid変性の成り立ちに関し今日なお
諸学者の意見の対立をみるものであって，著者は実験的に』
惹起せしめたアレルギー変化にみられる且brinoid変性に
ついてこの問題を究明せんとしたものである。
　アレルギー性変化におげるfibrlnoid変性の吟味：
　組織アレルギーの模型実験として最もわれわれに知られ
ているのはArthus現象及びTuberculin反応を起した家
兎ないし海猿の皮膚組織である。家兎のArthus現象にお
ける滲出機転は乳頭層と網状層下層に強く，先ず充血水腫
として現われ，ついで細胞浸潤と1血L栓形成が増強して，急
に出血性壊死に移行して行くのである。網状層上層におけ
る変化はおくれるが次第に真皮下層と同様の膠原線維の膨
化が認められるようになる。この所見は最近発表された天
野18）の成績と合致する。
　海狸のTuberculin反応においても同様滲出機転は乳頭
層と網状層下層に強く現われることはAr七hus現象と同様
である。しかし反応は遅延性で，表皮細胞の変性壊死は強
い点がArthus現象と異なる．点である。そしてまた白血球
よりも単球反応が強く，且つ二二細胞の変性及び増殖が現
われる点で組織学的にもArthus現象とある程度の差異を
認めるものである。
　しかし血管結合織におけるfibrinoid変性の組織発生の
過程は遅速及び程度的差異であって，本質的差異は認めら
れないので，一括して論じたい。また血管はその構造が複
雑なため，先ず簡短な構造を示す結合織線維を巾心として
述べることにする、、
　前述の如く結合織は線維成分と基質よりなるもので，何
れに変化が強く起るかを先ず吟即してみたい。この線維成
分の中で最も問題になるのは膠原線維である。即ちfibri－
noid膨化はこの膠原線維に起るものでHE染色ではこの
部分がエオジンに謡言し，著しく膨化して太さを増してみえ
る。格子線維染色ではこの部分は細い線維に分散し，恰も
束のほく’れた糸のように箒状に疎開して見える。この場合
果してfibrilが崩解して，電顕像でみられる特有な640　A
の横縞が消失するものか，さらに分子的二二を示すか，こ
れは最も大きな膠原線維病理学上の問題である。これま
でにこの問題を取扱つた人々K：ellgren（1951），　Gale
（1951＞，Gross（1952〕，は皮膚の膠原線維について観察し，
リュウマチ患者の皮膚結節の材料では一定の変化を認めて
いることは既に述べたところである。またRjch，　Voisin
＆Bang（1953）はArthus現象を起した家兎の皮膚組織の
膠原線維の電顕像でfibrilの一局部が膨化してとける像を
発表している。氏はこれをもってfibrinoid変性の過程を
示すもので，膠原線維はこの様式で溶解するものとしてい
る。
　しかし著者の家兎及び海狽のArthus現象ないしTuber－
culin反応局所より得た膠原線維の電顕像は500～600　A
の明瞭な横縞を認め，線維の崩解は殆ど認められなかった
のである。ただTuberculin反応の海狸皮膚では線維と無
構し物質が密に癒着して分離は容易ではなかった。この成
績は，Wolpers（1949）19）が飾rinoid変性に．おいて電顕所
見によると膠原線維の微細構造は保持されているという成
績に合致するものである。
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　最近天野（1955）はfibrinoid変性を起した皮膚組織の滋
雨切片を作って電顕的観察をすることに成功した。この所
見では従来行なわれた人工的細線維分離法よりも自然の状
態で観察出来る利点がある。この所見によれば，要するに
fibrilには変化なく，これらが疎開しこの聞にfibrinが糸
状ないし紐状に析出する外，病変の進んだ部位では粒状な
いし滴状物の小減として多量の物質が現われる。後者は滲
出液申のfibrinogenと蛋白との擬集物とみなされるとの
べている。この所見はfibrinoidの成り立ちにとって引廻
あるもので多くの示唆を与えるのであるが，fibril自体に
’変化を認めない点は著者の成績と全く合致するのである．
　さらに著者は膠原線維の分子構造の変化を検するため，
X線廻折的検索を行なったが子午線上に2．9A及び4．6　A，
さらに経線上に12Aの格子間隔を表す廻折像を認めた。
子午線上にみられる4．6Aのものはwater　ringとして知
られ，線維構造とは直接関係がないといわれている。こ
の所見は正常像と変りなく，Astburg（1940，1947）20），
Schmidt，　Hall＆Gakus（1942）2め，　Bear〔1942p2）等に．よ
って発表されたX線廻折像と殆ど一致するものである。
　以上のようにArthus現象及びTuberculin反応に見ら
れる且brinoid変性において膠原線添雄自体には微細構造に
殆ど変化を認め得ないということが出来ると思われるので
ある。このように膠原線維自体に変化がないとすれば，次
にこの疎開した線維間に浸潤する物質が問題となってく
る。これには組織化学及び生化学的検索によらねばならな
い。
　正常状態における皮膚の膠原線維自体は蛋白成分が主で
これに少量の多糖類が配合されているといわれるもので，
事実PAS法では陽性ではあるが，それ程強くない。寧ろ
これ八三着する基質の陽性度が強いため，中心がうすく，
周囲が濃染して見える。この関係はHale－PAS染色による
と一層明瞭で，中心部がPAS陽性で周囲の酸性多糖類よ
りなる基質と思われるものが青干して，恰も淡赤紫色の線
維が青色の鞘で包まれているように見える。しかしこの関
係は網状層上層の太い線維では明かであるが，乳頭層や網
状層における細い膠原線維ではこの関係は不明瞭で，PAS
の淡赤紫色とHaleの青色が互いに混合して見える。
　さて，アレルギー反応を起すと結合織におけるPAS及
びH：ale陽性度は増強し，且つheXGsamineを定量すると
ある程度の増加を認めるもので，Arthus現象においても
Tuberculin反応に．おいても酸性多糖類は実質的にある程
度増加すると考えてもよいと思われる。この際組織化学的
にPASとHale陽性の増滅を経時的に観察すると大体両
者は平行的に増減するが，極初期において｝”3　Haleの色調
がややまさって見える。この際膨化した膠原線維は全体が
青色を帯び恰も基質がとけて，線維をおおているように見
える。　そしてtoluidine　blueによるmetaehromasiaは
軽度ながらも認められるもので，この変化に何等か深い三
昧があるように思われる。即ちこのHale陽性me七achro－
masia陽性物質は外来性のものと考えるより局所において
出現したものと考えたいのである。恐らくは強烈な抗原抗
体反応により膠原線維を束ねている基質が溶解破壊されて
線維がほぐれると同時に蛋白質と結合してmaskedの状
態にあった酸性粘液多糖類の一部が遊離するのではあるま
いかと想像されるのである。
　天野も膠原線維の膨化は単に循環障碍による二次的結果
とのみ解するわけにはゆかないのであって，抗体の吸着し
た膠原線維において抗原抗体反応が直接起るのであろうと
のべている。従ってアレルij　一反応の第1段階はfibrilを
粘着している基質の破壊にあるといえるようである。この
基質の破壊が起ると且brilがほぐれて嗜銀性となるもので
この状態は火傷（天野）でも引き’起すことが出来るといわれ
ている。R6ssleによるとアレルギー反応においては，膠原
線維が飾rilに分散するばかりでなく，滲出物を能動的に
吸収するものであるというのであって，単なるfibrilの分
散だけではないことも当然考えねばならない。しかしこの
現象は如何なる物理化学的機構によるか現在のところ不明
であるし，著者の研究からも説明は困難である。
　次にこの分散したfibrilの中に浸潤する物質は何である
かを吟湿してみたい。考え方としては皮膚結合織固有のも
のが膠質性沈澱を起したと見るか，外来性の物質の沈澱と
見るかであるが，これは簡短には決定し難い問題である。
　Arthus現象でもTuberculin反応でも同様であるが，
反応訓読においてPAS染色を行なうと膨化膠原線維の部
位は健常部に比較して著しく陽性度を増加し，膠原線維は
膨化するばかりでなく，無構造物質が粘着して全体が濃赤
紫染して曰える。これをH：ale－PAS染色でみると，膨化部
は濃赤紫肥し，その周囲にHale陽性の青二部がみられ，
殊に線維の間に見られる滲出物では青色の強く現われてい
るところもある。しかし前述の如くPAS及びE［ale染色
ではその物質の種類を決め難いので，一般に酵素を作用さ
せて類推することになっている。そこで同じ二本にhyal－
uronidaseを作用させてみたところHale陽性度はPAS
に比較して著しく滅沸することを確めた。また線維素溶解
酵素を作用させてみたところ，PASも且ale染色でもとも
に陽性度は減弱するが，PASの陽性度の減弱がより強く起
ることを認めたのである。この成績から考えるとHale陽
性物質の中にhyaluron酸が含まれ，またPAS陽性物質
の中にfibrinに関係した物質がかなり多量含まれている
と予想されるのである。事実fibrin染色によるとこのPAS
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強陽性の部分は殆ど常にfibrin染色強陽性を認めるので
ある。　またHale－Van　Gieson染色（Rinehart）によると
この膨化膠原線維は本来の赤色を失って鈍い青黄色を呈し
allochrome染色（Lillie）によると特有な朱赤色を呈する
のである。この所見は予備的研究で行なった飾rin凝血
塊及び胎盤のfibrinoid変性と全く合致するもので，薯著
のAr七hus現象及びTuberculin反応に見られる膠原線維
の膨化においてはfibrinの沈着が最．も重要な役割を演ず
るとともにある程度の酸性粘液多糖類の増量も起るように
思われるのである。われわれが現在呈色反応で認めること
が出来．て，fibrinoidの時に出現する可能性の酸性多糖類
としてhyaluron酸，　chondroitin硫酸C，　mucoitin　sul－
furic　acid（heparin）及びJ血清のmucoprotein等である。
殊仁天野はmucoproteinを新たに考慮する必要があるこ
とを主張している。Winzler等21∫）の成績によると，α2
globulin分解に当るこの物質は等電点18で，この酸性は
硫酸根の存在によるものであるから，血液中のfibrinの
析出と並行して局所に沈澱して来る可能性がある。元来血
清のα2globulin含量は血清中のfibrinogen含量よりも少
し多いので，fibrin析出が可能なると同様にこの物質の沈
澱も考慮して検索する必要があるというのである。このよ
うにfibrinの析出とともに立巳液由来のmueoproteinをあ
わせ考えるとアレルギーの際のfibrinoid物質の組緯化学
的のなりたちはかなり理解し易いようになる。
　このようにfiboin（測は且brin及び酸性粘液三等類と
いう面から深く追求されているが，蛋白質という観点から
の研究は極めて少ない。ただただ且brinoid変性は坂口反
応陽性なる点より，かなりのarginineが含まれているの
で，恐らく組織壊死から生ずるこのような塩基性蛋白は酸
性粘液多糖類の沈着と関係するものと予想されるのであ
る。Altschulerもfibrinoidは恐らく膠原，弾力線維或
い峠筋肉の壊死によって放出された塩基性蛋白と基質の酸
性粘液多糖類のGo－precipitationと考えているようであ
る。
　血管におけるfibrinoid膠化も全く同様に理解されるの
であるが，ただ』／エ管壁の構造が複雑なために一見異なるよ
うに見えるが，その本質は全く同様と考えられるのである。
　要するにアレルギー反応にみられるfibrinoid　IS化は一
度完成した太い膠原線維が，抗原抗体反応によってこれを
束ねている粘藩性の基質：物質が破壌されるのが第1段階で，
同時に種々の程度に疎開したfibrllの開に滲出液が浸潤貯
溜するのが第2段階である。この際’出現するfibrinoid物
質は血管からの滲出物に由来し，漿液，蛋白性成分，粘液
蛋白及びfibrin等より構成されると思われる。この物質は
fibrin反応陽性であるが同時にPAS染色も強く現われる、
このPAS陽性物質はfibrinogen，　fibrinないし糖蛋白に
含まれる．多糖類によると思われる。組織化学的の染色性の
変化は膠原線維自体の変化を示すのではなく，この聞に介
入する物質によって規定されるものと思われるのである。
膠原線維自傷は疎開して嗜銀性となり，電顕及びX線廻
折による微細構造及び分子構造に変化がないたゆに，介入
物の吸収消失によって再び原形に復帰出来るのである。
　ただ最後に残る問題は酸性粘液多糖類の組織化学的証明
法である。今日塩基性色素によるmetachromasiaを唯一
の証明法と考える人は，アレルギー反応における酸性粘液
多糖類の増加はもとより，正常状態の結合織における本物
質の存在にも疑義をもつている（天野。しかし鉄コロイド
法（Hale）を酸性粘液多糖類の証明法としての価値を認め
れば，ある程度の増加を認め得ることになる。これら染色
法の機転が完全に解されることによって解決されると思わ
れるのである。著者はhyaluronidaseの併用実験からみ
て，Haleの鉄コロイド法は酸性粘液多糖類の証明法とし
てある程度利用出来るものと考えたいのである。
　Fibrinoid変性の本質的考察＝
　この問題については今日なお意見の相異があるが，要約
すると独乙学：派はfibrinの出現を本質的変化とし，米困
学：｛張はfibrinの存在よりも酸性粘液多糖類の増力iiFを本質
的変化であると解し．ている点である。
　著者は実験的組織アレルギーの立場から本変化の成り立
ちを究明せんとしたのであるが，丘brinoid変性において
はfibrinの浸潤が主体であるが，　ある程度の酸性粘液多
糖類の増加も否定し得ざる成績をみたのである。そこで著
者の成績に基づいてfibrinoid変bl！kの本態を今一度考察し
てみたい。
　独乙学派の見解は基質の酸性粘液多糖類の知識のなかっ
た時代のもので，fibrinを主体に考えた点は一応理解出来
るのである。しかるに米国学派のAltschuler等は入体皮
膚のリ＝一ウマチ結節の材料では酸性粘液多糖類の増加は認
めるが，且brinは殆ど証明し得ないといいGlynn＆Loewi
（1952）はfibrinはfibrinoid物質の中に全然ないとは否定
出来ないとして，その存在を肯定しているが亜：要な意：昧を
認めていない。
　このようにfibrinの存在を軽視すれば当然酸性粘液多
糖類が距：要となってくるが，これ等物質の重要性は量的関
係によるものか，或いは発生機転によるものか，追求され
ねばならない。この米圃派の酸性粘液多糖類の増加に主1本
を置く飾rinoid変性はアレルギー性発生の考えられない
種々の疾愚に認められる。今日膠原病としてあげられるリ
ュウマチ，リ・・ウマチ様関節炎，急性紅斑性狼瘡，広汎性
皮膚硬化症，皮膚筋炎等の外に非特異的機械的刺蛾（Wu
11巻2／3号 楢崎一アレルギー性組織変化の組織化学　II 121
1937）24）はもとより実験的高tinjE症の血管壁に認められる
という（Byron，　Dodson　1948）Lls）。このようにfibrinoid変
性の発生原因は単一ではなく，全身性，局所性刺織に対す
る結合織の病的反応であって，殊に基質における酸性粘液
多糖類の代謝異常によって起ると考えられるようになる。
このように酸性粘液多糖類に距：、脱ぼをおくと当然fibUlnoid
変性の見方は変ってくる。
今口基質の酸性粘液一多糖類の形成は川下細胞説が注目せ
られ〔McManus）L）6）しかもこれ等はり1；性ホルモン（Ludwig
＆Boas）鵬，　甲状腺ホルモン（Ludwig，　Boas＆Soffer）L’s）
の影響をうけることが実験的に証明せられ，また膠原病を
中心として，副腎ホルモン及び脳下垂体ホルモン等の関係
が論じられている（lversen）Llh。こうなると且brlnoid変性
の発生は基質の代謝の面より検討されなければならない1旧
題となる。
　このように老えると急性炎症，慢性炎症，非炎症性疾患，
ホルモンの代謝異常にi基づくfibrinoid変性の内容は単一
なものではな：く，fibrinが多く酸性粘液多糖類の少ないも
の，或いは逆の場合も当然考慮されなければならない。し
かもfibrinは血液から由来し，酸性粘液多糖類の大部分
は局所的に形成されるとすれば，何れを重要視するかによ
ってfibrinoid変性の本質｝こ対する見醒が異なって来るの
は当然であろう。急性アレルギー性炎症にみられた著者の
fibrinoid物質は血管よりの滲出物を主体とするものであ
り，同様な材料を扱ったわが国の大根田及び天野等とほぼ
同一な結論の得られたのは当然といはねばならないuしか
しこの結論から総ての疾患ないし種々の原因によるfibri－
no｛d変性の成立を一方的に論ずるわけにはゆかないよう
である。またfibrinの出現に殆ど意義を認めないAlt－
chuler一派の見目を皮持する立場において，　fibrinoid変
性なる用語を使用する時は却ってその表現において誤解を
招くであろう。
　今日結合織線維及び基質形成の基礎的問題，化学的性状，
その由来，酵素，ビタミン及びホルモンの与え．る影響等に
ついて現在はげしく追究されているので，fibrinoid変性
の本質もこれに応じて漸次開明せられるであろう。
　著者は組織アレルギーの立場からfibrinoid変性の所見
を明かにしアレルギー反応における飾rinoid物質は膠原
線維を束ねる基質の崩解と同時に血液由来の滲出物質の吸
需沈降によるもので，この滲出物はfibrin主体とするが，
ある程度の酸性粘液多糖をも含むことを主張するものであ
る。
全篇の結論
Arthus現象及びTuberculin反応にみられるfibrinoid
変性の発生機転を組総化学的，生化学的，電子顕微鏡及び
X線廻肝による総合的検索からヲ（の如き結論を得た。
　1）Fibrinoid変性の発生には先ず膠原線維を束ねてい
る粘理性基質の崩解によって，fibrilに分散するとともに，
この疎開したfibril間隙に」血管由来の滲出物の沈降ないし
吸藩することによって成立する。この際飾ril自体には微
細構造及び分子構造に変化を認め得ない。
　2）Fibrinoid物質は組織化学的にfibrin，　PAS及び
Hale染色何れも陽性である。これはfibrinないしfibrin
の前段階物質が主体となり，これに酸性粘液多糖類も一部
加わるものと思惟される。
　3）現在且brinoid変性の成り立ちにつき’，　fibrinの沈
着を本態とする学説と，酸性粘液多糖類の増加を主張する
学説が対立するが，薯未の実験的アレルギー反応において
はfibrinoid変性は血液由来のブイプリンの出現が主体を
なし，酸性猫液多糖顛は寧ろ附随的に出現するものの如く
思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（「隈ヨ禾032．2．6受イ寸）
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